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フィルンコア試料を用いたグリーンランド南東部高涵養域における過去

60年間の気候変動に伴った雪質変化の評価

Snow modification due to climate change in southeastern

high-accumulation area of Greenland over the last 60 years evaluated

by physical properties of firn core.
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　氷床の表面積雪粒径は氷床のアルベドを制御するため，重要な物理パラメーターである。しかし，より深部

の積雪は圧密氷化過程によって高密度化や粒子の粗大化がすすみ，積雪時の情報は失われていく。アイスコ

ア・フィルンコア試料では，氷やフィルンの密度や比表面積を測定することで，降雪から氷までの変質過程を

評価してきたが，これまで比表面積を数十ｍにもなるアイスコアで連続に測定した例は少ない。近赤外光反射

率は，比表面積（specific surface area; SSA）の指標として近年注目されている。コア試料について近赤外光

反射率測定を連続的に行なうことで，原理的にはSSAの時系列変動データを得ることができる。2015年にグ

リーンランド北東部で掘削されたSE-Domeフィルンコアは，その非常に速い堆積速度 （~1m/年）から，季節

レベルでの物理・化学分析が可能である。本発表では，主にコア試料の密度と近赤外光反射率を計測し，比表

面積を季節レベルの高時間分解能で復元した。 

　その結果，SE-Dome試料の近赤外光反射率と密度は，圧密氷化過程を反映して長期スケールでは逆相関関係

にあった。その一方で，季節レベルの短期スケールでは，正相関の関係にあり，特に夏季に相当する深度で

は，低い近赤外光反射率（低SSA）かつ低密度の層が年ごとに何層か存在していた。この低密度―低SSA層

は，ERAの再解析データによる気温が-5℃以上となる期間がより長い年により多く形成されていることがわ

かった。この地域の気温は0℃以上になることはまれであるため，積雪表面での融解ではなく昇華によって密

度が低下しつつ雪粒子が丸みを帯びることで，低密度―低SSA層の形成が起きたと考えられる。
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